
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なみエール第一号 令和２年７月１日発行 編集/一般社団法人まちづくりなみえ 町内コミュニティ再生支援事業 

発行によせて：新型コロナウイルス感染症の影響により、浪江町のみなさんも気軽に会ったり集まるなどが難

しい状況が続いています。一般社団法人まちづくりなみえではコミュニティ再生に向けた取り組みの中で、こ

の状況下でも何かできないかと考え、町民のみなさん同士や地域が紙面を通してつながりを維持しながら、浪

江町を楽しんでもらいたいとの想いから「なみエール」を発行する運びとなりました。 

浪 
江 あ 

の 
れ こ れ 

保全するための取り組みとして始まりました。日本

でも、1990年代末頃から各地でビオトープが作ら

れるようになりました。実はこの浪江町にも水辺の

ビオトープが存在します。 

この取り組みは震災前まで、水系単位で連なった苅宿・酒田・西台の 3つの行政区から

なる三大字地区資源保全会の活動として進められていました。しかし、取り組みの最中に

発生した東日本大震災によって、水辺に流れていた水路が断たれ、柵が壊れるなどの被

害を受け、それから約 8年が経過。ようやく 2019年 12月から、苅宿環境保全会によ

ってビオトープの取り組みが再始動しました。すべての作業を会員で進めるにあたり、マ

ンパワーを集めることに苦労されたとのこと。わざわざ遠方から作業に来てくれる方も 

いて、地域のつながりを強く感じたそうです。 

 

みなさん、「ビオトープ」という言葉をご存知でしょうか？ 

ビオトープとは人工的に作られた「さまざまな生き物が共

生できる場所」のことで、ドイツでは、工業化などによる環

境問題が深刻化した 1970年代頃から、本来その地域に

棲む生物が生息できるよう、失われた生態系を復元し 

水辺の草に 3匹のトンボがとまってるところを発見！ 

水面を滑るように泳ぐ

アメンボの姿も 

旧苅野郵便局を曲がってすぐです 

 

この取り組みに関わ

ってこられた苅宿環

境保全会代表の松

本伸一さんにお話

を伺いました。 

記念すべき第 1回のテーマは浪江の「隠れた名所」 

今回は苅宿の～ほたるが舞うビオトープ～を紹介します 

水辺には湧き水が引き入れられ、透き通るほど綺麗な水質で底がはっきりと

確認できます。手書きだった「ほたる舞い どじょっこふなっこ棲む川の 環

境保全は我らの誇り」の看板は新しく作り変えました。“ほたる舞い”の言葉

通り、かつてこの地域では、初夏にほたるが見られ、毎年ほたる鑑賞の催し

が行われていました。優しい光を水面に映し、大きく波を描くように飛び交う

ほたるの姿は初夏の風物詩としてとても趣深いものです。 

今年、このビオトープでもほたるの舞う姿を見られるかもしれません。 

 



   

《タテのキーワード》 

1、 田畑を耕すことを方言で。「畑、○○○ぞー」 

2、 どぶろくを奉納することで知られている、苅

野地区にある○○○神社。 

3、 浪江町最大のお祭り、冬支度しましょう。  

○○○市。 

4、 思いっきり浪江のおいしい空気を○○。 

5、 棚塩産業団地に今年誕生。世界最大規模の

○○○エネルギー研究フィールド。 

9、浪江もおいしい作物とれます、○○○の 

めぐみ。 

10、紅葉も深緑もサイコーです、阿武隈山系が

源、○○○川渓谷。 

12、請戸の出初式で船上から投げる縁起物の

果物は？ 

14、一家にひとつはあります、大○○相馬焼。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりなみえのホームページ

（http://www.mdnamie.jp/） 

内にあるブログ "なみえの今" 

でも町の様子を発信しています。 

右のQRコードからもアクセス 

できます。 

二つ折り A4カラー印刷物 

"なみえのいま"を定期的に 

発行しています。 

バックナンバーは弊法人事務所 

JR浪江駅内情報コーナーなど 

でご覧いただけます。 

ま ち づ く り な み え の 情 報 発 信 

ホーム 

ページ 
印刷物 

なみエール お問合せ） メール:coordinator@mdnamie.jp  TEL:0240-23-7530  FAX：0240-23-7531 
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なみエールへの投稿お待ちしています！ 浪江町に関するこんな記事が読みたい！ 

この紙面では皆さまからの投稿などもお待ちして

おります。例えば… 

・自慢の料理レシピ（浪江を感じる料理） 

・浪江をテーマにした俳句、川柳 

・浪江の季節を感じる風景の写真 

 …などなど、楽しい投稿お待ちしております！ 

なみエールの紙面や、まちづくりなみえのホームページ

内ブログ“なみえの今”で取り上げてほしいことなどを

お寄せください。町から離れてお住まいの方の「あの

景色、あの場所が見たい」というリクエストなども大歓

迎！イベントの様子や町の景色、季節の移り変わりな

ど取材します。 

《ヨコのキーワード》 

3、大堀相馬焼の物産会館、登り窯もあります。○○○○の杜。 

6、相双地区名産です。秋が楽しみ、ジューシーな果物。 

7、 畑に種まき、最初に土を盛り上げ、○○立てします。 

8、極寒の中、若衆が冷水を浴びる、無火災を祈る伝統の恒例行事○○○参り。 

11、常磐線全線再開 ふたば～○○○～ももうち。 

13、ふっくら黄色の郷土の味。○○○○まんじゅう。 

15、2020年 4月、請戸漁港で○○が復活！威勢のいい声が響きます。 

16、2月の第三日曜に行われます、豊漁豊作、海上安全を祈る請戸の○○○祭。 

☆問題の都合上、浪江に限らないものも幾つかあります。 

 

Aから Hまでを順につないだワードで、ブログにも記事が投稿されますのでお楽しみに！ 

〒979-1521 福島県双葉郡浪江町大字権現堂字塚越 2-10 一般社団法人まちづくりなみえ 町内コミュニティ再生支援事業 


